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（confirmatory factor analysis），健康行動科学（health behavioral science）
(407)













































する 5 項目については，図 1 のようになった。











項目番号 項目 平均 SD
1 消灯の時間は30分以上ずれない。 2.03 1.11
2 睡眠時間（寝ている時間）は日によって 1 時間以上変わらない。 2.24 1.13
3 起床の時刻は30分以上ずれない。 2.33 1.31
4 昼間，たまらなく眠い。 3.42 1.19
5 朝，目ざめたときの気分はよい。 2.60 1.01
6 ふとんに入って，眠るまでの時間は30分以内である。 3.36 1.41
7 睡眠時間は十分にとっている。 2.91 1.13
8 休み明け・月曜日の体調や気分はよい。 2.78 1.26
9 毎日ぐっすり眠っている。 3.08 1.20
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.51  .60   .58         .29  -.58  -.55  -.64 
-.48
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の，前 2 者の適合度のほうが優れており，単に
睡眠関連でひとまとまりであるわけではないこ
とが示唆された。
考　察
本研究では，健康度・生活習慣診断検査にお
ける睡眠関連項目に関して，HLH.1とDIHAL.2
との相違に着目し，検討を図った。分析の結果
は，それぞれにおける構造が，どちらも採択さ
れうることを明らかにした。適合度統計量で
は，HLH.1のものがやや上回ってはいるが，大
差ではなく，DIHAL.2のものも十分に高い。
DIHAL.2は，大学生のみではない幅広い標本
に基づくものであるが，本研究の大学生データ
でもよく適合していたことは，その一般性を示
していると考えることができる。
ただし，適合度がよいことは，必ずしも妥当
性が高いことを意味しない。前述した，「休み
明けや月曜日の体調や気分はよい。」は，睡眠
と一定の関連のある現象をとらえていることは
推測できるものの，「睡眠の充足度」の項目と
して妥当かどうかには，また異なる形での検討
が必要であろう。
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